
 

 

 

 

 

 

 

 

参観、ありがとうございました。 
思わぬ大雨、雷に見舞われ、保護者の皆さんは来てくださるだろうかと心配していた参観日ですが、子どもた

ちの様子を無事に見ていただくことができ、本当によかったです。授業参観後は、学級懇談、地区懇談会にもご

参加ありがとうございました。 

午前中には、１・２年生と保護者が学級PTA活動に取り組みました。１年生はきらきらした「スノードーム作り」

と体育館での運動、２年生は来年から使う「辞書袋作り」をおうちの方と一緒にしました。思い思いの作品をお

うちの方と作ることができ、いい時間が過ごせていました。 

 

水泳学習に取り組んでいます 
阿曽小学校では６月１５日にプール開きを行いました。校長室に

は子どもたちの元気な声がプールから聞こえてきます。 

先日、三重県で、川で溺れた妹を助けようとした中学生が死亡と

いう痛ましいニュースがありました。これからの子ども達の人生で、

川や海に一度も行かないということは考えにくく、せめて「水に浮け

る」ように全員がなってほしいと思います。溺れた時の世界共通の合

言葉として「UITE MATE」をご存じでしょうか。日本語の「浮い

て待て」です。水に仰向けに浮くことで水面から顔が出て息ができま

す。そうすると自分の命を繋ぐことができます。 

中には「顔つけがいやだ。」という子どももいます。「いやだからしな

い、見学する」ではく、「いやでも自分の命を守るためにする」方へぜ

ひ背中を押してやってください。ご家庭でも水に慣れる方法の一つとして、お風呂時間、洗面器にお湯をため、

顔をつけてみる方法が昔からあります。実践している子どももいると思います。顔つけができなかった子どもが

１秒でも出来たらしっかりとほめてあげてください。「自信をつける」ことがなにより大切です。水泳があった

日は疲れて帰ると思います。体調管理を引き続きよろしくお願いいたします。   
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靴をそろえる 心をそろえる  

私は毎日、下駄箱の靴が整っているかなと子どもたちの下駄

箱をのぞいています。健康委員会や各学年の係の取り組みとし

て定期的に靴そろえを調べています。靴をそろえるのにかかる時

間は、たった１０秒足らず。この１０秒を意識できるかどうかはけ

っこう大事なポイントだと考えています。 

円福寺の住職だった 故 藤本幸邦さんの言葉に「はきも

のをそろえる」（右参照）があります。阿曽小学校の下駄箱に

は、この言葉が掲示してあります。この言葉の奥には、

「脚下照顧
きゃっかしょうこ

（自分の足元を見よ＝自分の行いを

見よ）」という意味があるそうです。子どもたちには、まだ少し

難しい言葉ですが、人として大事にしたい言葉でもあります。 

たかが靴そろえ、されど靴そろえ。学校でも声掛けを続け 

ていきます。おうちでも靴をそろえる姿が見られたら、「心も 

そろっているね。」とほめてあげてください。 

 

いじめをなくすために 
阿曽小学校では、いじめについて考える週間として、各学級でいじ

めをなくすためにどんなことに気をつけて生活するかのめあてを考

え、階段下掲示板に掲示しました。自分には関係ないと他人事として

考えるのではなく、「自分だったら・・・。」「友達だったら・・・。」と自分事

として考えながら各学年で学習に取り組んでいます。 

いじめについて考える週間に合わせて朝礼で「３つのない」話を

しました。 

①だまっていない 

②自分でされていやなことを 人にしない 

③放っておかない 
 

まわりの友だちの見えない心にも気づき合える仲間でいて欲しいと

思います。教職員も常にアンテナを高く持ち続け、子どもの心に寄り添っ

ていきたいと考えています。ご心配なこと等がありましたら、遠慮なく担任や養護、学校へ教えてください。 

 

♪ほっと一息♪ 
1階から2階への階段踊り場に図書委員

会が『１年生の紹介コーナー』を作ってく

れています。阿曽小のアイドル１年生のプロフ

ィールと顔写真が貼ってあります。立ち止まっ

て見ている上学年の子たちの姿も。 


